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長野市の総合計画の変遷について

市町村は、その行政事務を円滑に処理するために、将来を見通したまちづくりのための長期計画を策定しています。昭和 44 年には地方自治法が改正され、市町村の事務処理に当たって、地域における総合的かつ計

画的な行政運営を図るための指針となる「基本構想」を議会の議決を経て定め、これにそって行政運営を行うことと定められました。

項 目 長 野 市 建 設 計 画 長野市総合基本計画 長 野 市 総 合 基 本 計 画 補 正 第二次長野市総合基本計画 第二次長野市総合基本計画補正 第二次長野市総合計画補正 第三次長野市総合計画
（第三次長野市総合計画

後期基本計画）
第四次長野市総合計画

策定年月日 昭和41年６月20日

昭和 41年９月 14 日一部修

正

長野市外１市３町３か村

合併協議会で決定

昭和46年８月30日議決 昭和53年６月26日議決 昭和61年６月19日議決 平成元年６月20日議決 平成５年３月23日議決

名称変更

総合基本計画→総合計画

平成10年 12月22日議決 議決なし 平成19年 3月 26日議決

計 画 期 間 昭和41年度～昭和50年度

（10 年間）

昭和46年度～昭和60年度

（15 年間）

昭和51年度～昭和60年度

（10 年間）

基本構想

～21 世紀初頭（15 年間）

基本計画

昭和 61 年度～昭和 70

年度

（10 年間）

基本構想

～21 世紀初頭（12 年間）

基本計画

平成元年～平成７年度

（７年間）

基本構想

～21 世紀初頭(８年間)

基本計画

平成５年度～平成 12 年

度

（８年間）

基本構想

平成 11 年度～平成 22 年

（12 年間）

基本計画

平成11年度～平成15年度

（5年間）

基本構想

平成 11 年度～平成 22 年

（12 年間）

基本計画

平成15年度～平成22年度

（８年間）

基本構想

平成19年度～平成28年度

（10 年間）

基本計画

平成19年度～平成23年度

（5年間）

策定・補正の

理由

① ２市３町３か村の合

併に伴い、今後 10 年間

の都市の建設計画が求

められた。

② 地域の産業経済の開

発発展等を目指す。

① 急速な技術革新、産業

の高度化、所得の増大に

よる豊かな生活の反面、

公害問題など経済優先

社会の歪みが生じ、人間

優先社会への転換を目

指す。

① 経済情勢の急転、市民

意識の経済開発志向か

ら生活福祉志向への変

化に伴い、人間尊重と市

民福祉優先の計画に補

正。

① 第一次計画の目標年

次を迎え、新たに策定。

② 21 世紀初頭を展望

し、高齢化、高度情報化、

国際化の進展に対応す

ることを目指す。

① 冬季オリンピック国

内候補都市決定、高速交

通網整備の進展、国際コ

ンベンション・シティの

指定などを受けて補正。

② 多極分散型国土の構

築を目指す。

① 1998 年オリンピック

冬季競技大会開催都市

決定、高速道の一部開

通、新幹線の建設着工に

伴い補正。

② 地域交流ネットワー

ク、地域交流圏の連携な

どの交流を重視。

① オリンピック・パラリ

ンピックの開催による、

多くの有形無形の資産

を今後のまちづくり生

かすため策定。

② 中核市への移行によ

る地方分権の推進、少

子・高齢化の進行、環境

問題や情報化社会のグ

ローバル化の進展など

を重視。

① 少子・高齢化、高度情

報化などをはじめとす

る急速な社会経済環境

の変化、ますます多様化

かつ高度化する市民ニ

ーズに対応するため、前

期基本計画を 1年早め、

後期基本計画を策定。

① 平成 17年１月の旧大

岡村、豊野町、戸隠村、

鬼無里村との合併への

対応。

② 人口減少が進展、ま

た、市税の伸びは期待

できない状況にあり、

大幅な一般財源の下方

修正の必要性。

③ 新たな改革との連動

の必要性

将来都市像 ① 地域の開発発展をに

なう拠点都市

② 県都として近代化を

誇る総合都市

③ 生活を豊かにする市民

都市

① 生命と生活が充実す

る高度福祉都市

② かおり高く気力あふ

れる教育文化都市

③ 地域とともに発展す

る中枢都市

① 生命の生活が充実す

る高度福祉都市

② かおり高く気力あふ

れる教育文化都市

③ 繁栄と調和をもたら

す地方中枢都市

① 生命と生活が充実す

る高度福祉都市

② かおり高く気力あふ

れる教育文化都市

③ 調和と繁栄をもたら

す地方中枢都市

① 生命と生活が充実す

る高度福祉都市

② かおり高く気力あふ

れる教育文化都市

③ 調和と繁栄をもたら

す地方中枢都市

① 世界が集い未来へ躍

動する五輪都市

①

―五輪の感動を未来へ―

夢きらめく交流と安

らぎのまちながの

①

―五輪の感動を未来へ―

夢きらめく交流と安ら

ぎのまちながの

①

～善光寺平に結ばれる～

人と地域がきらめくまち

“ながの”

基 本 指 標 目標年次 将来人口

昭和50年 310,000人

目標年次 将来人口

昭和60年 360,000人

目標年次 将来人口

昭和60年 360,000人

目標年次 将来人口

昭和65年 360,000人

昭和70年 380,000人

昭和75年 400,000人

目標年次 将来人口

平成２年 350,000 人

平成７年 390,000 人

平成 12 年 430,000 人

目標年次 将来人口

平成７年 380,000 年

平成 12 年 430,000 人

目標年次 将来人口

平成 12 年 375,000 人

平成 17 年 395,000 人

平成 22 年 400,000 人

目標年次 将来人口

平成 12 年 375,000 人

平成 17 年 395,000 人

平成 22 年 400,000 人

目標年次 将来人口

平成 17 年 378,512 人

平成 22 年 374,300 人

平成 28 年 364,000 人

施策の大網 ① 産業基盤の開発整備

② 市民福祉の向上改善

③ 教育文化施設の建設

整備

① 都市基盤の整備

② 生活環境の整備

③ 社会福祉の充実

④ 教育の向上

⑤ 文化の振興

⑥ 体育の振興

⑦ 産業の振興

⑧ 防災安全の確立

⑨ 計画推進体制の確立

① 心のかよう福祉を進

めるために

② 住みよい生活環境を

築くために

③ 明日をひらく教育実

現のために

④ 豊かな文化と体位を

育てるために

⑤ 実りある産業をおこ

すために

⑥ 魅力ある街をつくるた

めに

① 健やかで生きがいの

あるまちづくりをめざ

して

② 安全で快適なまちづ

くりをめざして

③ 豊かな人間性をはぐ

くむまちづくりをめざ

して

④ 活力あるまちづくり

をめざして

⑤ 機能的で魅力ある街

づくりを目指して

⑥ 総合的・計画的な行政

をめざして

① 健やかで生きがいの

あるまちづくりをめざ

して

② 安全で快適なまちづ

くりをめざして

③ 豊かな人間性をはぐ

くむまちづくりをめざ

して

④ 活力あるまちづくり

をめざして

⑤ 機能的で魅力あるま

ちづくりをめざして

⑥ 総合的・計画的な行政

をめざして

① 健やかで生きがいの

あるまちづくりをめざ

して

② 安全で快適なまちづ

くりをめざして

③ 豊かな人間性をはぐ

くむまちづくりをめざ

して

④ 活力あるまちづくり

をめざして

⑤ 機能的で魅力あるま

ちづくりをめざして

⑥ 総合的・計画的な行政

をめざして

① 人権を尊び元気でや

さしさがふくらむ健康

福祉のまち

② 豊かな自然と共生す

る環境調和のまち

③ やすらぎが広がる安

全・安心の町

④ 伸びやかに学び躍動

する生涯学習のまち

⑤ 活力とにぎわいのあ

る未来産業のまち

⑥ 人々が行き交う交流

のまち

① 人権を尊び元気でや

さしさがふくらむ健康

福祉のまち

② 豊かな自然と共生す

る環境調和のまち

③ やすらぎが広がる安

全・安心の町

④ 伸びやかに学び躍動

する生涯学習のまち

⑤ 活力とにぎわいのあ

る未来産業のまち

⑥ 人々が行き交う交流

のまち

① 健やかに暮らし認め

合い支え合うまち

② 豊かな自然環境と調

和した潤いあるまち

③ より安全で安心して

暮らせるまち

④ 心豊かな人と多彩な

文化が輝くまち

⑤ いきいきと産業が育

ち賑わいと活力あふれ

るまち

⑥ 多様な都市活動を支

える快適なまち

資料１－１
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「第四次長野市総合計画」について

１ 総合計画とは

（１）総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画で構成し、行政運営を進める上で基本とな

る総合的な計画であり、「長野市の最高方針（最上位計画）」と位置付けています。まちづ

くりに関する施策はこの総合計画に基づき行われます。

（２）地方自治法では「市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその

地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して

行うようにしなければならない。」(第２条第４項)とされています。

２ 第四次長野市総合計画策定の趣旨

長野市では、平成 11 年に平成 22 年を目標年次とする第三次総合計画を策定し、「－五輪の

感動を未来へ－夢きらめく 交流とやすらぎのまち長野」を目指してきました。

しかし、経済成長時代から安定成長時代に移り、人口減少とともに少子社会の到来、三位

一体の改革をはじめとする国と地方の関係の見直しや厳しい地方財政状況など、社会経済環

境が大きく変化しました。また、平成 17 年１月１日に旧豊野町、戸隠村、鬼無里村及び大岡

村と合併し、本市の人口は 38 万人となりましたが、人口減少に転じることで、第三次総合計

画で目標人口とした 40 万人と現実の人口とは、開きが生じました。

このような状況の中で、このような新しい時代を見据え、社会経済環境の変化に的確に対

応した新たなまちづくりの基本方針として、第四次長野市総合計画を策定しました。

３ 構成と期間

◆総合計画の構成

※ 長野市総合計画冊子（P４～５参照）

基本計画

実施計画

３か年計画（毎年見直し）

基本構想

平成 28 年度目標

●将来の都市像を描き、実現に向けた

まちづくりの基本方針（政策）を定

めています。

●基本構想を実現するための基

本的指針として、施策の体系や

内容を定めています

●基本計画で定めた施策の方向

に従い、具体的な取組や事業

の内容を定めるものです。

前 期

H19～23 年度

後 期

H24～28 年度

資料１－２
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◆総合計画体系の概要

４ 第四次長野市総合計画の特徴

（１）市民と行政の協働による計画策定

協働による策定という策定方針の下、長野市総合計画審議会とその作業部会である市民

フォーラム 21 の総勢 60 名の皆さんとともに策定しました。

（２）施策の「目標」と「指標」を設定

施策ごとに目標を明記し、まちづくりの目標を市民の皆さんと共有しています。なお、基

本施策には市民アンケート指標を設定し、市民の評価の視点を導入しました。

（３）総合計画を基にした行政経営との連動

基本計画を基にして、毎年の予算編成との連携など行政の経営運営との連動を図り、施策・

事業の効率化や重点化を図っています。

５ 総合計画の概要

基本構想 平成 19～28 年度

（１）まちづくりの目標（都市像）

【 ～善光寺平に結ばれる～ 人と地域がきらめくまち“ながの” 】

善光寺平に結ばれるとは、長野市全域の地理的・歴史的・文化的一体性や拠点都市とし

ての長野広域圏域とのつながりを表し、人と地域がきらめくとは、人づくり、地域づくり

の重要性や住民主体のまちづくりを表現したものです。未来のまちを支える人、多彩な文

化や活気ある産業をはぐくみ、豊かな自然との共生を図りながら、魅力と活力に満ちた“な

がの”をこの地に結ばれるすべての人と共に創っていくことを目指したものであります。

第四次長野市総合計画の象徴として、長野らしさ、そして、人、地域という言葉が計画

全体を貫くキーワードとなっています。

※ 長野市総合計画冊子（P８～９参照）

総合計画 体系化 内 容 数 指標数

都市像 まちづくりの最終目標を総合的・印象的に表す。 １

政策の
７本柱

都市像を達成するためのまちづくりの大局的な方向性・
在り方を示す。７つの分野からなる。

７

政策 政策の７本柱を構成する個別の政策（大項目） ２７

政策を達成するための取組の方向性を示す。（中項目） ４４ ４４

44基本施策中、10重点施策を選定 （１０） （１０）

施策
基本施策を構成する個別の施策で、日常業務の最小単位
の目的となる。（小項目）

１０１ １５９

実施計画 事業
日常の取組や業務。施策を達成するための手段となる。
（細項目）

基本計画

基本施策

基本構想
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（２）まちづくりの視点（都市経営戦略）

都市経営の観点から資源を最大限にいかし、市民の力をまちづくりに向けて自発的・相

乗的に発揮していくための視点であり、また、構想の「まちづくりの基本方針編」で示す

行政経営の方針や各分野別のまちづくりの方針を包括的・横断的に貫く視点でもあります。

【視点１…パートナーシップによるまちづくり】

全ての分野において市民が意欲的にまちづくりに参画し、市民と行政が協働

で創る“ながの”

【視点２…「長野らしさ」をいかしたまちづくり】

「長野らしさ」をいかし、「地域」の魅力とそれを支える「人」の力でいきい

きと発展する“ながの”

【視点３…健全で効率的な行政経営】

民間活力の導入や絶え間ない改革を推進し、効果が最適で最大となる行政経

営を行う“ながの”

※ 長野市総合計画冊子（P10～11 参照）

（３）まちづくりの基本方針（政策 7 本柱）

□1 行政経営の方針 【行政経営分野】

□2 健やかに暮らし認め合い支え合うまち 【保健・福祉分野】

□3 豊かな自然環境と調和した潤いあるまち 【環境分野】

□4 より安全で安心して暮らせるまち 【防災・安全分野】

□5 心豊かな人と多彩な文化が輝くまち 【教育・文化分野】

□6 いきいきと産業が育ち賑わいと活力あふれるまち 【産業・経済分野】

□7 多様な都市活動を支える快適なまち 【都市整備分野】

※ 長野市総合計画冊子（P24～36 参照）

<まちづくりの視点の展開図>

ま ち づ く り の 基 本 方 針

まちづくりの視点（都市経営戦略）

健全で効率的な
行政経営

ま ち づ く り の 目 標 （ 都 市 像 ）

～善光寺平に結ばれる～
人と地域がきらめくまち“ながの”

パートナーシップによる
まちづくり

「長野らしさ」を
いかしたまちづくり

視点１

行政経営の方針

まちづくりの方針（政策の大綱）

保健・福祉 環 境 防災・安全

教育・文化 産業・経済 都市整備

視点２ 視点３
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前期基本計画 平成 19～23 年度

基本構想の方向性を施策レベルまで体系化

（都市像 → 政策の７本柱 → 政策 → 基本施策 → 施策 → 事業）

◆計画体系の概略

都市像 政策の７本柱 政 策 （27） 基本施策（44） 施 策 （101）

豊かな自然環境と調和した潤いあるまち
【環境分野】

より安全で安心して暮らせるまち
【防災・安全分野】

心豊かな人と多彩な文化が輝くまち
【教育・文化分野】

いきいきと産業が育ち賑わいと
活力あふれるまち
【産業・経済分野】

多様な都市活動を支える快適なまち
【都市整備分野】

※ 総合計画体系の抜粋です。

介護サービスの基盤整備

安心して子育ち・子育てができる
環境の整備

人権を尊ぶ明るい社会の形成

行政経営の方針
【行政経営分野】

社会参加活動の支援

生きがいづくりの推進

自分らしく生きられる社会の形成

安心して暮らせる生涯健康づくりの推進

高齢者福祉サービスの充実 地域包括支援体制の整備

介護予防の充実

基 本 構 想 基 本 計 画

～

善
光
寺
平
に
結
ば
れ
る
～

人
と
地
域
が
き
ら
め
く
ま
ち

な
が
の

健やかに暮らし認め合い支え合うまち
【保健・福祉分野】

子育ち・子育て環境の整備 子育ち・子育て支援の推進

保育の充実

社会的援助を必要とする児童・家庭
への支援

生きがいのある豊かな高齢社会の形成

高齢者の社会参加の促進

”

”

（１）基本施策

政策を達成するための取組みの方向性を示しています。

→ 市民アンケートによる指標の設定

（２）施 策

基本施策を構成する個別の施策で、日常業務の最小単位の目標となります。

→ 指標項目を設け、施策の進捗を図る目安としています。

※ 長野市総合計画冊子（P44～45 参照）

※後期基本計画の策定は

この部分となります。
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◆ ・・・・・・・を充実します。

◆ ・・・・・・・を支援します。

◆ ・・・・・・・を環境整備を促進します。

※ 指標項目の対象となる制度の変更により、平成２１年度に指標項目の変更を行いました。

ファミリーサポートセンター会員間の育児支援活動年間件数 ４，７９９件 ６，０００件

施 策
111-01

施策の目標
地域における子育ての相互支援の充実や子育て支援拠点の整備などにより、
社会で支える子育ち・子育て環境を目指します。

子育ち・子育て支援の推進

指 標 項 目 現状値（H17） 目標値（H23)

※長野市版放課後子どもプランの実施校区数 ― ３５校区

主担当 保育家庭支援課

主担当 保健福祉部

子育ち・子育て環境の
整備

目標値（H23)アンケート指標（市民が思う割合）

安心して子どもを産み育てることができる環境が整って
いる

４３．５％ ５０～７０％

方針（基本施策の目指すもの）

社会全体で子育ち・子育てを支え合いながら、多様なライフスタイルに合わせて安心して
子どもを産み育てることができ、子どもが健やかに育つまちを目指します。

基本施策
１１１

現状値（H18）

【主な取組】

代表的な「取組」に
よって達成される
成果を、施策の
「指標」に設定

指標成果の積み
重ねにより、施策
の目標を達成

施策の達成により、基本施
策アンケート指標が向上
（上位目標につながる）

【目標、指標、取組の相関イメージ】
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（３）基本施策のアンケート指標について

※ 長野市総合計画冊子（P46 参照）

； 市民アンケートの有効回答のうち「そう思う」「ややそう思う」と答えた市民の割合を

表示しました。アンケートは毎年実施します。

； 現状値を下表のとおり4区分し、少なくとも一つ上位の区分を目指すように目標を設

定しました。なお、アンケートで半数以上の市民が肯定的に評価する50％を一定の

満足基準とします。

１－１ 安心して子育ち・子育てができる環境の整備

健やかに暮らし認め合い支え合うまち 【保健・福祉分野】

２５％以上～５０％未満
市民の半数が肯定的に評価する
50％以上への到達を目指す

方針（基本施策の目指すもの）

社会全体で子育ち・子育てを支え合いながら、多様なライフスタイルに合わせて安心して
子どもを産み育てることができ、子どもが健やかに育つまちを目指します。

現状値の区分

基本施策
１１１

現状値（H18） 目標値（H23)アンケート指標（市民が思う割合）

安心して子どもを産み育てることができる環境が整って
いる

２５～５０％

４３．５％ ５０～７０％

現状値

目標値

７０％以上

５０％以上～７０％未満

高い評価を今後も継続していく

一定の評価を受けるが更に上位を
目指す

評価や理解が低く少なくとも一段
上への改善を要す

考え方

子育ち・子育て環境の
整備 主担当 保健福祉部

２５％未満

H２３目標値の表記

７０％以上

７０％以上

５０～７０％

1

政 策

アンケート指標



9

重点施策

（１）重点施策とは

総合計画は、全分野において総合的に施策の展開をしていますが、より効果的に計画を

推進していくために『重点施策』を選定し、集中的な取組により短・中期的に一定の成果

を上げることを目指しています。

前期基本計画（平成 19 年度～23 年度）では、『重点施策』は 44 基本施策の中から選定

しています。

（２）前期基本計画での重点化

基本構想に掲げた「都市像」と「まちづくりの視点」は、すべての施策を貫く方針です。

そこで、「都市像」と「まちづくりの視点」の考え方、また、計画全体のキーワードともな

る「長野らしさ」、「人・地域」に注目し、前期基本計画では以下の２点に向けて重点化を

図ります。

①“ながの”の魅力をいかす

②いきいきとした人と地域をつくる

（３）重点施策の要件

① 重要性…「長野らしさ」の創造に貢献する事項である、若しくは市として優先度が高

い行政課題であること。

② 有効性… 重点的な取組により、基本計画の５か年の期間内に一定の成果が期待でき

ること。

③ 主体性… 市の意思を直接的に反映することができ、市が主体的に進めることができ

ること。

④ 具体性… 具体的な個別事業が、ある程度の予算規模をもって進められること。

（４）重点施策

前期基本計画における重点施策は、次のページに記載してあります。
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基 本 構 想 （１０年）

前 期 基 本 計 画 （５年）

都 市 像

～善光寺平に結ばれる～
人と地域がきらめくまち “ながの”

まちづくりの視点 すべての施策を貫く視点

視点１ パートナーシップによるまちづくり

視点２ 「長野らしさ」をいかしたまちづくり

視点３ 健全で効率的な行政経営

重点施策（１０基本施策）

（観光資源をいかす）

多様な観光交流の推進

（“ながの”の歴史・文化をいかす）

多彩な文化の創造と文化遺産の継承

（オリンピックの資産をいかす）

スポーツを軸としたまちづくりの推進

（地域の特徴をいかす）

コンパクトなまちづくりの推進

中山間地の活性化

（環境と共生するまちをつくる）

省資源・資源循環の促進

（次世代を担う人づくり）

魅力ある教育の推進

（付加価値型の産業をつくる）

産業の集積と工業の活性化

（安心して産み育てられる社会をつくる）

子育ち・子育て環境の整備

（安全な地域をつくる）

防災対策の推進

参考：主な施策

・訪れてみたくなる地域づくり ・効果的な情報発信
と広域的連携 ・コンベンション誘致と観光との連携

・芸術文化活動への支援と文化の創造
・歴史・文化遺産の継承と活用

・生涯スポーツの振興 ・競技スポーツの振興
・スポーツ環境の整備、充実

・秩序ある市街地の形成 ・中心市街地の再生

・中山間地域の農業の振興
・中山間地域の魅力の向上

・エネルギーの適正利用 ・ごみの減量と再資源化
の促進 ・ごみ処理体制の充実

・小・中学校の教育内容の充実 ・児童・生徒に応
じた支援 ・快適で安全な教育環境の整備

・産学行連携の推進と新産業の創出 ・既存産業
の振興とイノベーション支援 ・企業立地の推進

・子育ち・子育て支援の推進 ・保育の充実

・防災体制の整備 ・治山･治水対策の推進

保健・福祉 環 境 防災・安全

教育・文化 産業・経済 都市整備

行政経営

〝
な
が
の
〟
の
魅
力
を
い
か
す

い
き
い
き
と
し
た
人
と
地
域
を
つ
く
る

行政経営分野
・市民とともにつくる市政の実現 （市民参画と協働の推進）
・住民自治の推進 （都市内分権の推進）
・効率的な行財政運営の推進 （行政改革の推進、民間活力の活用）

各分野

※ 長野市総合計画冊子（Ｐ48～53 参照）


